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	　所　　属　　青風荘　　　職種　　社会復帰指導員　　氏名　　長谷部　拓生
　期　　間　　平成　17年　3月　17日　　～　　平成　17年　3月　18日

	　出張目的　　東北（盛岡）視察研修

	　出 張　先　社会福祉法人いきいき牧場　通所授産施設「のびやか丸」

　　　　　　　盛岡市川目第６地割93番地4

　　　　　　　社会福祉法人みやま会　　生活訓練施設「みやま寮」

　　　　　　　社会福祉法人みやま会　　地域生活支援センター滝沢

　　　　　　　滝沢村滝沢字後307番地24

	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


「全体まとめ」

今回の視察では、社会福祉法人運営での精神障害者施設を視察することにより、医療法人運営の精神障害者社会復帰施設との相違点も把握し、精神障害者を取り巻く現状について、ソフト面から垣間見ることができました。また、「通所授産施設」「生活訓練施設」「地域支援センター」それぞれの施設を利用する利用者様の現況等も詳しく説明していただき、今後の業務遂行の上で大変役立つものとなりました。今回の視察に参加させて頂きましてありがとうございました。

（１）のびやか丸　概要

	事業の種類
	精神障害者　通所授産施設
	利用者の通院先医療機関（精神課）

	利用定員30名（内相互利用制度による知的障害者6名まで）
	盛岡市立病院精神科
	4名

	利用期間（現在は1年間）
	岩手保養院
	2名

	利用者数　　男23名　女6名
	都南病院
	2名

	内　　　訳　　　　　　
	晴和病院
	9名

	統合失調症
	16（3）
	うつ病
	1（1）
	盛岡精神病院
	1名

	てんかん
	3
	非定型精神病
	1（1）
	岩手医大精神神経科
	5名

	躁うつ病
	1
	覚醒剤精神病
	1（1）
	国立療養所南花巻病院
	1名

	（知的障害者5名）
	（　）内は女性の人数
	ふじメンタルクリニック
	1名


表１利用者の生活経済形態

	グループホーム
	13名
	障害年金受給者　　6名
	生活保護受給者　　　5名

	家族同居
	11名
	〃　　　　　　8名
	〃　　　　　　　1名

	単身生活
	3名
	〃　　　　　　2名
	〃　　　　　　　1名

	福祉施設入居者
	1名
	
	〃　　　　　　　1名


表２職員体制　　　　　　　

	施設長
	1名
	事務員（常勤）
	1名

	指導員（常勤）
	3名
	作業療法士（非常勤嘱託）
	1名

	指導員（非常勤）
	2名
	精神科医師（非常勤嘱託）
	1名

	精神科ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（常勤）
	1名
	授産作業補助員（非常勤）
	1名


表3作業内容

	科　目
	摘　　　要
	作業時期

	花苗生産
	盛岡市役所からの受託生産と一般販売（産直等）
	２月～７月

	委託作業
	不動産会社所有の物件の草取り
	5月～10月

	チューリップ
	一般向けの切花生産15，000本前後　２０種類
	10月～3月

	ハーブ生産
	ハーブ園から収穫したハーブの製品化と販売
	5月～11月

	木工品製作
	ガーデニングテーブル・プランター　販売
	12月～5月

	農園作業
	・大豆その他の栽培、草取り・加工販売　　
	5月～12　　1月～3月

	リンゴジュース生産・販売
	農協の協力を得て加工、販売、
	９月・11月・3月

	産直センター販売
	農産物・リンゴジュース、リンゴチップ等
	随時販売


《考察》

　精神障害者通所授産施設「のびやか丸」は、「おおらかな自然の中で農作業を通して就業意識の向上、対人関係の確立を進め、精神障害を克服すること」を施設の目的としていました。授産科目（表３参照）も農作業を中心とし、季節により作業内容も違ってきます。利用者は地域から通所し、その日の作業内容を確認して、朝のミーティングで自分の希望する作業につくそうですが、大まかには個々の作業能力から作業配置は決められているとの事でした。作業賃金は1日700円で作業能力に関係なく一律で支払われ、通所者は月に1万円を貰えるように頑張っているとの事でした。

　主な授産収益としては、チューリップを一般向けの切花として１シーズン（20品種・１万５千本）を生産し、注文販売・産地直送店での委託販売・週一回の盛岡市肴町アーケード街での販売と、花苗やハーブの受託生産（盛岡市役所からの注文）や、産地直送店での販売が主だった収益になっているようです。その他には、リンゴジュースの生産・販売やハーブの栽培が上記のメイン作業の閑散期に行われていますが、施設のオリジナリティが感じられず商品価値としては劣るように思います。

　利用者の作業配置から考察すると、農作業の良い点は単純作業が多く、いつでも、誰でも簡単に作業に入ることが出来ること、そこから自発性を促し個々の特性や作業意欲を引き出し、育てることの喜びや収穫の楽しみを分かち合えることが挙げられます。しかし、そのギャップとして毎日同じ事の繰返し、労働環境の悪さから、意欲の減退、達成感の感じにくさ、が問題となるのではないでしょうか。また、納期にあわせての栽培が困難となること、相場での取引となる事から綿密な生産ラインを組まないと、採算が合わなくなってしまうことも考えられます。

のびやか丸では、年間約100名の実習生を受け入れており、忙しい時期には即戦力として活躍して頂いているそうです。利用者個々の作業能力も段階的に向上できるように、栽培班から出荷班、販売班と自然に移行していけるような援助を展開しているとの事でしたが、具体的な就労支援は今後の課題との事でした。残念ながら、直接利用者の方とは作業中であったため話すことは出来ませんでしたが、全体的に就労へのスッテップの為の利用というよりは、日中の居場所的活用や最終的な就労の場として活用されている方が多いのではないかと感じました。

（１）みやま寮　概要

	事業の種類
	精神障害者　生活訓練施設
	1日のスケジュール

	利用定員　　20名（4人部屋　5部屋）
	6：00
	食事当番起床・朝食準備

	利用者数　　１７名　　男　　名　女　　名
	6：30
	起床・洗面

	　　　利用料　内訳（月額）
	7：00
	朝　食

	利用料（施設利用料・管理費）
	5,000円
	9：00
	作業開始

	共益費（水道・光熱費・日用品）
	9,300円
	12：00
	昼　食

	行事費（行事・損害保険）
	2,400円
	13：00
	作業開始

	食　費
	30,000円（日額1,000円）
	15：00
	作業終了

	暖房費（10月～3月）
	1,800円
	18：00
	夕食・入浴・余暇

	合　　計
	46,000円（4月～9月）
	21：00
	門　限

	
	48.500円（10月～3月）
	22：00
	消　灯


表１職員体制　　　　　　　

	施設長
	1名
	事務員（常勤）
	1名

	指導員（常勤）
	3名
	作業療法士（非常勤嘱託）
	1名

	指導員（非常勤）
	2名
	精神科医師（非常勤嘱託）
	1名

	精神科ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（常勤）
	1名
	授産作業補助員（非常勤）
	1名


表２主な作業内容

	科　目
	摘　　　要

	・受託作業
	プラスチック加工

	・農作業
	草取り　豆選別

	・洗車作業
	車輌販売会社に出勤

	・老人ホーム
	清掃


《考察》

　生活訓練施設「みやま寮」は、利用者が主体的に生活でき、退所後も地域で自立した生活を送れるよう退所後の生活環境を想定したプログラムを、自然と施設生活の中に取り入れているように思いました。日課の中から考察すると、朝食後から食器洗い→寮内清掃→昼食作り（食材購入含む）、→（当番以外の方は作業に出る）→夕食片付け→食器洗い→入浴・余暇、とごく普通の日常生活を自治会組織運営の当番制を導入することで、相互支援も行われ必然的にQOLの向上にも繋がっていくのではないかと考えます。当番制に対して職員は、利用者間の相性や適性を助言するくらいで、その他は見守りに撤しているとのことでした。青風荘でも、月一回特別食を開催し入所者主体で昼食作りを行っているが、どうしても職員中心になりがちになっているため、今後は全体ミーティングでのメニュー決定から、買出し、調理と入所者が主体的に取り組めるような援助や見守りも必要である。

　一方で、居室は４人部屋で、施設長によれば「個室より相部屋の方が相互支援できるので良い」とのことでしたが、地域で生活しているにも関わらず４人部屋でまた、その仕切り方法が医療用のカーテンだったことが残念でした。ただ今後は一般住居に入ることを想定して、アパート形式の住居を考えているとのことでしたが・・・精神障害者の社会復帰に携わる者としては、常に自己覚知しながら専門的援助関係を形成い
いかなければならないと思いました。
（１）地域生活支援センター滝沢　概要

	事業の種類
	精神障害者地域生活支援センター
	事業内容　/　延利用者（平成１５年実績）

	延利用者数　８，４９５名　　　（平成１５年実績）
	生活支援事業
	281名（延利用者）

	登録者実数　　　　145名　　　　　　　〃
	・職場訪問
	15名

	利用料　原則無料、行事・憩いの場利用は有料
	・家庭訪問
	266名

	＜利用サービス＞
	生活相談事業
	3,371件（延件数）

	・電話相談　訪問相談　来訪相談　家庭訪問の利用
	・電話相談
	3,041件

	・年間行事への参加
	・面接相談
	253件

	・サークル活動への参加
	・訪問相談
	77件

	・憩いの場「和」の利用（盛岡市内 サテライト）
	地域交流活動推進事業
	12回（実施回数）

	・機関誌「ピュア」（年６回）の発送
	・広報活動（機関誌発行）
	6回

	＜利用時間＞
	・保健福祉普及事業
	1回

	平日　　　　　　　　9：00～21：00
	・地域交流事業
	5回

	金土日・祭日　　　　9：00～17：00　　
	その他　地域生活支援
	4,843名（延利用者）

	＜利用方法＞
	・グループ活動
	308回

	①見学・説明・意思確認②利用申込書提出③受入会議・ご家族との顔合わせ④受理書発行
	・仲間づくり（レク）
	11回

	
	・サークル活動
	36回


②職員体制　　　　　　　

	施設長
	1名
	指導員（非常勤）
*生活訓練施設　職員
	2名

	精神保健福祉士
	2名
	
	

	指導員（非常勤）
	2名
	精神科医師（非常勤嘱託）
	1名

	精神科ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（常勤）
	1名
	授産作業補助員（非常勤）
	1名


③登録者生活形態

	家族同居
	62名
	入院中
	　14名

	単身生活
	36名
	合　計
	145名　　　　

	グループホーム
	28名
	　　　　
　　　　　

	福祉施設
	5名
	


④登録者活動状況

	在宅
	57名
	社会適応訓練
	　3名

	デイケア
	18名
	職業訓練
	1名　　　

	就労
	16名
	入院中
	14名　　　

	作業所
	5名
	その他
	11名

	授産施設
	12
	合計
	145名


《考察》

　精神障害者地域生活支援センター「滝沢」は滝沢村全域と盛岡市内からの利用者もカバーしているため、登録者（概要参照）も非常に多く、職員もセンタースタッフだけでは対応できない為、生活訓練施設「みやま寮」の指導員２名を非常勤として配置して対応しているとの事でした（利用者４０名に職員1名の割合）

　事業内容では生活事業相談が多く、電話相談のみならず、家庭訪問の件数もかなりのもので、実際はそれで追われている現状も感じられました。滝沢の上川原施設長も、最近の精神保健福祉施策に関連しての事業展開は日々の業務で精一杯、新規事業はなかなか出来ないのが現状です。と話されていました。

　しかし、地域生活支援のグループ活動の状況数から伺える様に、登録者個々は盛岡市内のサテライト「和」を最大限活用しているようで、「情報交換の場」「憩いの場」「活動の場」として捉え、自然に相互依存しながら仲間作りや、日中の居場所として利用しているように感じられます。実際、「和」を見学しましたが、スタッフがいなくても、「食事をしている方」「テレビを見ている方」「本を読んでいる方」と思い思いに過ごしており、地域に密着した「居場所」になっていました。

　上記からコミュニティーワークを展開していくには、先ずは利用者個々のニーズを把握し、臨機応変に対応できる技術・知識を専門職として身に付けていかなければならないことを痛感しました。

所属長




















